
タイトル：移植作業が省力・軽作業化できるウンシュウミカンの大苗育苗法 

要約 

不織布製ポットを用いた籾殻燻炭とピートモスの等量混合培土による大苗育苗は、直植育苗のもの及

び花崗岩風化土壌を培土に育苗したものと比較して、苗の生育に遜色がなく、移植作業の省力化及び軽

作業化が図られる。 
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背景・ねらい 

近年、香川県内のハウスミカン栽培では、果実成熟期における過度の水分ストレス付与により、土壌表

層域の細根枯死や、樹勢衰弱、収量低下が認められている。また、老木園の増加に伴う収量の減少傾向も

認められる。そのため、樹勢が衰弱した樹や老木を改植することにより、生産力の増強を図ることが必要

となっている。しかし、改植作業は非常に時間がかかり、また重労働でもある。そこで、籾殻燻炭とピー

トモスの混合培土及び不織布製ポットを用いた、軽労的かつ省力的な大苗移植方法について検討を行う。 

成果の内容・特徴 

1.「宮川早生」の 1年生苗木を 3年間育成すると、軽量培土ポット区（不織布製ポットを用いて籾殻燻炭

とｐＨ未調整ピートモスの等量混合培土により育苗）の苗の生育は、慣行培土ポット区（同一のポットを

用いて花崗岩風化土壌培土により育苗）及び直植区（花崗岩風化土壌に直接植え付けて育苗）と比較し

て、ほぼ同等となる（表１）。 

2.軽量培土ポット区の掘り上げ作業は、掘り上げ苗の株重量が慣行培土ポット区の約半分と軽く、作業時

間が慣行培土ポット区及び直植区と比較して最も短くなり、作業中の心拍数増加率が低くなるため、軽

作業化及び省力化される（表２）。 

3.軽量培土ポット区の植え付け作業は、心拍数増加率が慣行培土ポット区及び直植区と比較してほぼ同

等となるが、作業時間が最も短くなり省力化される（表３）。また、軽量培土ポット区は、掘り上げ時の

培土の落下がないため、植え付け後の苗の生育が直植区と比較して良好である。 

成果の活用面・留意点 

1.試験に用いた不織布製ポット（容量：20Ｌ）の単価は 140円である。 

2.ポット苗の倒伏防止と培土の乾燥を軽減するため、周囲に土寄せを行う（図１）。 

3.育苗期間中は、籾殻燻炭とピートモスの等量混合培土の透水性が極めて良好であるため、大規模に行う

場合、夏季の乾燥回避のためにかん水設備もあわせて設置することが望ましい。 

4.ハウスミカン栽培だけでなく、露地栽培にも適応が可能であると考えられる。 
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